
明

治

用

水

讀

本

 

愛
知
県
教
育
文
化
研
究
所
編



六
〇

二
、
明
治
用
水
の
經
營
は
ど
の
よ
う
に
發
展
し
て
い
つ
た
か

1.
用
水
の
管
理
と
運
營
は
ど
の
よ
う
で
あ
つ
た
か

（一）
官
營
と
民
營

こ
の
用
水
を
作
る
事
業
は
、
伊
予
田
・
岡
本
の
発
起
者
と
、
田
中
以
下
五
人
の
金
主
の
み
で
行
わ
れ
た
全
く
の
民
間
事

業
で
は
な
く
て
、
こ
れ
は
そ
の
当
時
、
明
治
の
新
政
府
が
、
い
ろ
〳
〵
の
產
業
を
育
成
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
政
策
と
深
い
関
係
が
あ
つ
た
。

県
庁
は
工
事
作
業
と
費
用
と
を
監
督
し
て
い
て
、
な
お
県
の
金
を
一
万
圓
出
し
て
金
主
の
一
部
と
も
な
つ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
金
は
そ
の
後
県
が
た
び
た
び
出
し
て
い
る
工
事
補
助
金
と
は
性
質
が
少
し
違
つ
て
、
官
民
合
辨
に
近
い
も

の
で
あ
つ
た
。
十
三
年
四
月
に
一
ま
ず
竣
工
式
は
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
幹
流
だ
け
で
あ
っ
て
、
田
に
充
分
な
灌
漑
を

行
つ
て
利
益
を
与
え
る
た
め
に
は
、
ま
だ
数
百
の
小
幹
流
と
、
小
流
の
堀
割
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に
は
巨
額
の
工
費
と
、

数
多
の
年
月
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
新
田
の
配
水
料
を
発
起
者
・
金
主
等
に
永
く
委
せ
て
徴
收
さ
せ
、
そ
れ

を
工
費
に
充
て
さ
せ
て
い
る
と
、
か
な
ら
ず
配
水
を
受
け
る
農
民
と
の
間
に
爭
い
が
起
き
、
問
題
と
な
る
と
県
で
考
え

て
い
た
。
產
業
を
育
成
発
展
さ
せ
る
大
事
業
で
、
し
か
も
多
く
の
人
々
が
是
非
必
要
と
す
る
事
業
を
、
民
間
の
個
人
に
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経
営
さ
せ
る
と
、
自
然
に
営
利
事
業
と
な
つ
て
弊
害
が
出
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
な
る
べ
く
政
府
で
経
営
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
な
方
針
に
從
つ
て
、
愛
知
県
も
用
水
の
運
営
を
県
の
仕
事
と
し
て
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
す
で
に
集
つ
て
い
る
配
水
料
の
う
ち
一
万
四
千
余
円
、
県
の
加
入
金
一
万
円
、
不
用
に
な
つ
た
池
床
（
溜

池
の
敷
地
）
及
原
野
の
內
四
百
八
十
八
町
步
の
土
地
に
二
十
五
年
間
無
稅
と
し
て
、
発
起
者
と
金
主
に
与
え
て
工
事
費

の
代
り
と
し
、
そ
の
功
労
に
酬
い
た
。
水
路
の
敷
地
は
、
県
有
地
と
し
明
治
十
四
年
か
ら
十
八
年
ま
で
、
明
治
用
水
の

工
事
は
県
で
行
い
、
さ
ら
に
数
多
く
の
小
幹
流
を
堀
り
、
配
水
料
は
県
で
徴
收
し
、
水
路
の
維
持
費
だ
け
を
関
係
農
民

の
負
擔
と
し
た
。

し
か
し
事
業
を
運
営
し
て
行
く
の
に
、
県
が
自
分
の
力
だ
け
で
、
又
自
分
の
方
針
だ
け
で
行
つ
た
の
で
は
な
く
、
世
話

役
（
明
治
14
・
2
）、
井
筋
取
締
（
明
14
・
11
）、
井
筋
総
代
（
明
14
・
12
）、
正
副
総
代
西
中
東
各
井
組
総
代
（
明

15
・
11
）
と
名
称
は
時
々
変
つ
て
行
つ
た
が
、
民
間
か
ら
代
表
者
を
選
出
し
て
、
意
見
を
聞
き
、
仕
事
の
一
部
を
分
担

さ
せ
、
用
水
の
仕
事
、
こ
と
に
配
水
が
公
平
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
水
路
を
維
持
す
る
の
は
農
民
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
費
用
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
割
付
け
る
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
明
治
十
五
年

四
月
に
は
、
連
合
各
村
の
地
主
か
ら
一
村
一
名
の
議
員
を
選
出
し
、
八
ッ
橋
村
（
知
立
町
大
字
八
ッ
橋
）
の
淨
敎
寺
と

い
う
寺
で
議
会
を
開
い
て
、「
費
用
賦
課
徴
收
法
」
と
い
う
水
田
の
種
類
に
し
た
が
つ
て
、
各
自
が
負
擔
す
る
費
用
の
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比
率
を
決
定
し
た
。
不
完
全
で
あ
つ
た
が
、
一
部
分
の
代
表
、
合
議
制
を
と
つ
て
い
た
。
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
民
間

の
力
だ
け
で
、
や
つ
て
行
け
る
見
込
が
つ
く
と
、
そ
れ
を
実
際
に
要
し
た
よ
り
も
少
い
金
額
で
民
間
に
拂
下
げ
る
と
い

う
こ
と
が
、
明
治
新
政
府
の
政
策
で
あ
つ
た
の
で
、
明
治
十
八
年
六
月
に
、
愛
知
県
は
五
千
五
百
円
で
民
間
に
払
下
げ

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
で
関
係
者
は
十
九
年
か
ら
二
十
一
年
迄
の
配
水
料
を
先
に
徴
收
し
て
、
そ
の
金
で
県

か
ら
買
受
け
て
、
個
人
逹
の
経
営
で
な
い
、
又
官
営
の
も
の
で
も
な
い
、
自
分
逹
の
手
で
運
営
す
る
も
の
と
し
た
。
そ

し
て
明
治
二
十
三
年
に
水
利
組
合
条
令
が
公
布
さ
れ
た
の
で
、
明
治
三
十
年
六
月
一
日
、
現
在
の
明
治
用
水
普
通
水
利

組
合
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

枝
下
用
水
は
、
明
治
二
十
六
年
一
ま
ず
工
事
は
竣
工
し
た
が
、
流
水
量
は
所
期
の
半
分
も
な
く
、
な
お
そ
の
上
今
後
必

要
と
す
る
経
費
と
修
理
費
と
が
多
大
な
た
め
に
、
企
業
者
は
二
三
者
に
転
々
と
し
て
う
つ
り
、
つ
い
に
明
治
三
十
一
年

三
月
、
東
京
の
河
村
隆
実
の
所
有
に
な
り
、
後
三
十
五
年
二
月
に
、
西
加
茂
・
碧
海
両
郡
に
互
る
水
利
組
合
が
組
織
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
組
合
は
当
時
地
主
の
希
望
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た
た
め
に
、
行
政
上
の
紛
爭
が
絕
え
ず
、

と
く
に
利
権
・
水
利
工
作
物
を
河
村
隆
実
か
ら
買
收
す
る
契
約
代
金
に
つ
い
て
、
両
郡
の
意
見
が
異
つ
て
紛
糾
を
続
け

た
が
、
三
十
六
年
に
な
つ
て
、
和
解
契
約
を
結
ん
で
解
決
を
見
、
こ
れ
以
後
事
業
は
組
合
経
営
と
な
つ
た
。
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（二）
組
合
の
經
營

明
治
二
十
三
年
に
、
法
律
第
四
十
六
号
水
利
組
合
条
令
が
公
布
さ
れ
、
三
年
六
月
一
日
に
明
治
用
水
普
通
水
利
組
合
と

し
て
発
足
し
た
時
、
組
合
の
運
営
は
二
十
六
名
の
組
合
議
員
の
手
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
。
議
員
選
挙
権
は
組
合
灌
漑
区

域
內
に
土
地
一
反
步
以
上
を
選
挙
期
日
前
満
一
年
以
上
所
有
し
て
い
る
、
満
二
十
五
才
以
上
の
男
子
組
合
員
が
持
つ
て

お
り
、
全
灌
漑
区
域
三
郡
十
四
町
村
百
二
大
字
を
全
選
挙
区
に
分
け
、
任
期
は
四
年
で
あ
つ
た
。
運
営
の
大
綱
方
針
の

決
定
は
議
員
の
手
に
あ
つ
た
が
、
組
合
に
は
管
理
者
が
あ
つ
て
、
碧
海
郡
長
が
こ
れ
に
当
つ
た
。
後
に
な
つ
て
、
大
正

十
五
年
六
月
郡
制
廃
止
後
は
、
安
城
町
々
長
が
管
理
者
に
な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
直
接
の
行
政
事
務
処
理
は
四
人
の
常

設
委
員
に
委
任
さ
れ
た
。
常
設
委
員
は
管
理
者
の
推
薦
か
、
組
合
会
の
選
挙
で
選
任
さ
れ
、
任
期
は
四
年
で
二
年
每
に

半
数
が
改
選
さ
れ
た
が
、
細
務
は
書
記
・
技
術
員
な
ど
の
有
給
吏
員
が
当
つ
て
い
た
。

大
正
十
五
年
枝
下
用
水
と
の
合
併
に
よ
つ
て
、
選
挙
区
を
整
理
し
十
三
区
に
し
、
議
員
定
数
を
三
十
七
人
に
增
加
し
、

議
員
選
挙
権
所
有
者
の
範
囲
を
、
枝
下
用
水
が
一
畝
步
以
上
の
所
有
者
で
あ
つ
た
関
係
か
ら
、
一
反
步
以
上
を
五
畝
步

以
上
の
所
有
者
に
引
下
げ
て
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
四
年
、
十
年
に
改
正
せ
ら
れ
現
在
で
は
、
三
郡
十
六

町
村
百
十
七
大
字
を
十
四
の
選
挙
区
に
分
け
、
議
員
定
員
は
四
十
一
名
で
あ
る
。
四
名
か
ら
五
名
に
增
員
さ
れ
た
常
設

委
員
は
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
以
降
は
、
議
員
中
か
ら
選
ば
れ
、
総
務=
八
名
、
土
木=

八
名
、
水
源=

七
名
、
配
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水=

八
名
、
造
林=

七
名
の
五
委
員
会
を
構
成
し
て
、
各
業
務
を
運
営
統
轄
を
し
て
い
る
。
又
議
員
の
中
か
ら
、
議

長
一
名
、
副
議
長
二
名
を
選
挙
し
て
議
員
総
会
、
日
常
事
務
を
総
轄
し
て
い
る
。

（三）
經
營
の
費
用

組
合
の
收
入
は
基
本
財
產
か
ら
の
收
入
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ご
く
僅
少
な
も
の
で
、
每
年
の
予
算
の
大
部
分
は
組
合
員

か
ら
の
配
水
料
で
ま
か
な
わ
れ
る
が
、
ど
の
田
に
も
反
別
割
に
平
均
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
田
の
種
類
に
依
つ
て
そ

の
賦
課
率
が
異
つ
て
い
る
。
旧
枝
下
用
水
で
は
、
さ
ら
に
上
流
部
中
流
部
下
流
部
と
別
け
て
、
地
域
差
も
田
の
種
類
を

加
味
さ
れ
、
上
流
の
方
が
率
は
低
か
つ
た
。
合
併
以
後
、
旧
枝
下
用
水
地
域
の
こ
の
上
下
流
の
地
域
差
率
は
廃
さ
れ
た
。

配
水
料
と
し
て
賦
課
徴
收
さ
れ
る
の
は
、
土
地
の
所
有
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
直
接
の
耕
作
者
で
は
な
か
つ
た
が
、
昭
和

二
十
三
年
以
後
か
ら
は
、
直
接
の
耕
作
者
が
配
水
料
を
支
拂
う
規
定
に
改
正
せ
ら
れ
た
。
一
反
步
当
り
配
水
料
を
決
定

す
る
比
率
は
土
地
に
よ
つ
て
異
り
、
い
ま
そ
の
変
せ
ん
を
あ
ら
わ
す
と
つ
ぎ
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
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地
種
の
区
別
は
、
明
治
年
間
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

配

水

地
。　

新
開
墾
地
で
灌
漑
の
許
可
を
得
て
加
入
し
た
土
地
。

池

床

地
。　

 

用
水
開
通
後
溜
池
が
不
用
に
な
つ
て
干
拓
さ
れ
た
土
地
。
用
水
開
さ
く
願
人
へ
功
労
に
よ
つ
て
無
償

で
下
渡
し
た
。（
四
八
八
町
步
余
）
願
人
ま
た
は
願
人
の
家
督
相
続
人
か
ら
の
所
有
に
移
つ
た
場
合

は
配
水
地
な
み
と
な
る
。

池

掛

地
。　

以
前
溜
池
で
灌
漑
し
て
い
て
、
用
水
開
通
後
用
水
の
灌
漑
を
う
け
る
土
地
。

井

掛

地
。　

以
前
井
堰
で
灌
漑
し
て
い
て
、
用
水
の
開
通
後
用
水
の
灌
漑
を
う
け
る
土
地
。

大
正
五
年
に
い
ま
ま
で
の
配
水
地=

第
一
種
地
、池
床
地=
第
三
種
地
、池
掛
地=

第
四
種
地
、井
掛
地=

第
五
種
地
、

と
名
称
を
変
更
し
、
こ
の
ほ
か
俗
に
古
田
と
い
わ
れ
る
昔
か
ら
水
田
で
用
水
開
通
後
用
水
の
灌
漑
を
受
け
る
土
地=

明
治
15
―
22

明
治
23
―
大
正
4

大
正
5
―
昭
和
22

昭
和
23
―
24

昭
和
25

旧
枝
下
用
水

地　
　
　

種

率

地

種

率

地

種

率

地

種

率

率

地

種

率

新
規
配
水
地

10

配

水

地

10

第
一
種
地

10

第
一
種
地

10

10

新

田

10

第
二
種
地

7

第
二
種
地

7.5

7

池　

床　

地

12

池

床

地

5

第
三
種
地

5

第
一
種
地

10

10

池

床

5

池　

掛　

地

1

池

掛

地

2.5

第
四
種
地

2.5

第
二
種
地

7.5

7

古

田

0.5

井

掛

地

1

第
五
種
地

1

第
二
種
地

7.5

7
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第
二
種
地
を
加
え
た
。

昭
和
二
十
三
年
に
第
一
種
地
（
從
来
の
一
種
・
三
種
）
第
二
種
地
（
從
来
の
二
種
・
四
種
・
五
種
）
別
に
変
更
し
現
在

に
至
つ
て
い
る
。

明
治
十
五
年
決
定
の
比
率
と
、
明
治
二
十
三
年
の
そ
れ
と
の
間
に
非
常
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。
配
水
料
の
比
率
が
12
の

率
か
ら
5
の
率
と
な
つ
た
。
そ
れ
は
、
用
水
開
さ
く
願
人
へ
、
功
労
に
よ
つ
て
無
償
払
下
せ
ら
れ
た
池
床
地
の
配
水
料

が
大
幅
に
引
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
先
覚
者
へ
の
報
思
感
謝
の
念
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
の
改

正
は
農
地
改
革
に
よ
つ
て
生
じ
た
た
め
の
事
情
の
変
化
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。

配
水
料
金
の
額
は
用
水
開
発
当
初
は
工
事
費
に
充
て
る
た
め
に
非
常
に
高
額
で
あ
つ
て
、
通
常
の
配
水
料
と
認
め
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、一
反
当
二
円
と
定
め
て
お
り
、工
事
費
が
欠
乏
し
た
た
め
に
、明
治
十
四
年
四
月
に
未
開
墾
地
（
池

床
地
を
除
く
）
の
配
水
料
を
前
收
と
し
て
、
十
四
年
（
一
円
七
〇
錢
）
十
五
年
（
二
円
一
〇
錢
）、
十
六
年
（
二
円
五

〇
錢
）、
十
七
年
（
二
円
九
〇
錢
）、
十
八
年
（
三
円
二
〇
錢
）
の
割
で
徴
集
す
る
こ
と
ゝ
し
て
、
十
四
年
に
未
開
墾
地

開
拓
配
水
料
を
前
收
し
て
、
工
事
費
に
補
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
常
の
配
水
料
で
は
な
く
、
特
別
の
も
の
で
そ
れ
以

後
の
配
水
料
と
は
比
較
は
で
き
な
い
。
組
合
結
成
以
後
、
前
記
比
率
に
從
つ
て
徴
集
し
た
一
反
当
配
水
料
金
の
累
計
比

較
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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地
種

年
度

配

水

地

池

床

地

池

掛

地

井

掛

地

明
治

三
〇

円

二
四
、
五

円

円

一
二
二
五

円

〇
六
、一
二

円

〇
二
、四
五

〃

三
五

五
九
、
四

二
九
、
七

一
四
、八
五

〇
五
、九
四

〃

四
〇

四
〇
、
〇

二
〇
、
〇

一
〇
、
〇

〇
四
、
四

大
正

元

四
〇
、
〇

二
〇
、〇
〇

一
〇
、
〇

〇
四
、
〇

第
一
種
地

第
二
種
地

第
二
種
地

第
四
種
地

第
五
種
地

五

六
〇
、
〇

四
二
、
〇

三
〇
、
〇

一
五
、
〇

〇
六
、
〇

一
〇

一

一
六
、
〇

八
一
、
二

五
八
、
〇

二
九
、
〇

一
一
、
六

昭
和

元

一

一
八
、
〇

八
二
、
六

五
九
、
〇

二
九
、
五

一
一
、
八

五

一

一
八
、
〇

八
二
、
六

五
九
、
〇

二
九
、
五

一
一
、
八

一
〇

一

〇
〇
、
〇

七
〇
、
〇

五
〇
、
〇

二
五
、
〇

一
〇
、
〇

一
五

一

九
〇
、
〇

一

三
三
、
〇

九
五
、
〇

四
七
、
五

一
九
、
〇

一
六

二

八
〇
、
〇

一

九
六
、
〇

一

四
〇
、
〇

七
〇
、
〇

二
八
、
〇

一
七

二

八
〇
、
〇

一

九
六
、
〇

一

四
〇
、
〇

七
〇
、
〇

二
八
、
〇

一
八

三

九
〇
、
〇

二

七
一
、
〇

一

九
五
、
〇

九
七
、
五

三
九
、
〇

一
九

一

九
〇
、
〇

一

三
三
、
〇

九
五
、
〇

四
七
、
五

一
九
、
〇

二
〇

三

九
〇
、
〇

二

七
三
、
〇

一

九
五
、
〇

九
七
、
五

三
九
、
〇

二
一

九

五
〇
、
〇

六

六
五
、
〇

四

七
五
、
〇

二

三
七
、
五

九
五
、
〇

二
二

三
〇

〇
〇
、
〇

二
一

〇
〇
、
〇

一
五

〇
〇
、
〇

七

五
、
〇

三

〇
〇
、
〇

第
一
種
地

第
二
種
地

第
一
種
地

第
二
種
地

第
二
種
地

二
三

一
一
〇

〇
〇
、
〇

八
二

五
〇
、
〇

一
一
〇

〇
〇
、
〇

八
二

五
〇
、
〇

八
二

五
〇
、
〇

二
四

三
〇
〇

〇
〇
、
〇

二
二
五

〇
〇
、
〇

三
〇
〇

〇
〇
、
〇

二
二
五

〇
、
〇
〇

二
二
五

〇
〇
、
〇

二
五

三
〇
〇

〇
〇
、
〇

二
一
〇

〇
〇
、
〇

三
〇
〇

〇
〇
、
〇

二
一
〇

〇
、
〇
〇

二
一
〇

〇
〇
、
〇



六
八

2.
水
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
か

明
治
用
水
は
竣
工
以
来
六
十
九
年
の
間
、
平
坦
な
道
を
行
く
よ
う
に
簡
単
に
発
展
し
、
今
日
の
隆
昌
を
見
た
の
で
は
な

く
、
多
く
の
困
難
と
障
害
に
ぶ
つ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
開
さ
く
の
功
労
者
に
劣
ら
な
い
、
数
多
く
の
良
き
指
導
者
と
、

そ
れ
を
理
解
し
協
力
し
一
体
と
な
つ
て
、
発
展
に
努
力
し
た
組
合
加
入
者
と
の
協
力
に
よ
つ
て
、
解
決
さ
れ
て
来
た
多

く
の
難
問
題
が
あ
る
。
用
水
を
め
ぐ
る
地
域
社
会
の
人
々
の
美
し
い
協
同
精
神
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
第

一
は
、
矢
作
川
の
水
量
の
問
題
で
あ
つ
た
。
水
源
河
川
の
流
水
量
と
用
水
必
要
水
量
と
の
比
が
、
充
分
に
均
衡
が
と
れ
、

河
川
水
量
に
充
分
に
余
ゆ
う
が
あ
れ
ば
、
用
水
問
題
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
矢
作
川

を
見
る
に
、

　
（
イ
）矢
作
川
沿
岸
に
は
開
墾
に
よ
つ
て
耕
地
面
積
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
。

　
（
ロ
） 新
開
墾
地
で
あ
る
上
に
、
地
質
が
膨
軟
な
所
が
多
い
た
め
に
、
非
常
に
多
量
の
水
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、

　
（
ハ
） 矢
作
川
の
水
源
流
域
が
広
く
な
く
、
延
長
が
短
い
た
め
に
、
多
く
の
降
雨
が
流
入
し
な
い
の
で
流
水
量
は
豊
富

で
な
い
。



六
九

こ
の
た
め
に
、
他
の
用
水
と
の
間
の
分
水
問
題
、
矢
作
川
流
水
量
減
少
対
策
、
取
入
口
の
構
造
等
の
問
題
が
、
し
ば
し

ば
お
き
て
来
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
少
し
く
遠
大
な
計
画
で
実
現
不
可
能
に
見
え
る
が
、
木
曾
川
上
流
よ

り
引
水
す
る
計
画
を
、
す
で
に
明
治
二
十
二
年
に
明
治
用
水
井
組
惣
代
か
ら
愛
知
県
に
申
出
て
い
た
の
で
、
同
年
六
月

三
日
県
か
ら
技
師
を
挙
母
へ
派
遣
出
張
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
、
具
体
的
に
進
め
ら
れ
な
か
つ
た
ら
し
く
、

表
面
に
出
な
い
で
、
そ
の
計
画
は
絕
ち
消
え
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
伊
予
田
・
岡
本
以
後
続
い
て
先
覚
者
・
指
導
者
が

出
て
、
そ
の
精
神
を
継
承
し
て
、
い
ろ
〳
〵
な
困
難
な
問
題
を
、
根
本
的
に
あ
く
ま
で
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
た
意
図

は
敬
服
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

（一）
明
治
用
水
と
枝
下
用
水
と
の
合
併

両
用
水
の
水
の
取
入
口
の
間
に
流
水
量
の
大
き
い
合
流
す
る
川
が
な
く
、
明
治
用
水
取
入
口
に
密
接
に
影
響
す
る
地
点

に
枝
下
用
水
が
位
置
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
開
さ
く
の
時
期
も
近
接
し
て
お
り
、
お
互
の
間
に
分
水
規
約
が
な
い
の
で
、

早
く
か
ら
分
水
に
関
し
て
の
紛
爭
を
起
し
、
つ
い
に
明
治
三
十
四
年
に
な
つ
て
、
行
政
訴
訟
ま
で
も
起
し
て
爭
つ
た
。

そ
の
結
果
、
枝
下
用
水
は
明
治
二
十
年
ご
ろ
設
置
し
た
牛
枠
（
水
を
一
時
堰
止
め
る
構
築
物
）、
元
杁
樋
は
無
願
の
工

事
で
あ
る
と
判
決
さ
れ
、
不
当
な
引
水
で
あ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
つ
て
す
べ
て
解
決
さ
れ
た
の



七
〇

で
な
く
、
か
え
つ
て
後
に
問
題
が
残
り
、
そ
れ
以
後
も
引
続
い
て
分
水
問
題
は
、
双
方
の
関
係
者
に
と
つ
て
紛
爭
の
種

と
な
つ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
つ
て
、
有
識
者
は
両
用
水
將
来
の
発
展
と
西
三
河
地
方
一
帶
の
農
業
の
興
隆
を
念
頭
に
お
い
て
、

両
用
水
は
、
水
源
な
ら
び
に
灌
漑
地
と
の
関
係
上
当
然
合
併
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
明
治
四
十
年

こ
ろ
、
枝
下
用
水
組
合
管
理
者
西
加
茂
郡
長
井
深
基
氏
は
、
両
用
水
の
存
立
上
、
公
益
上
合
併
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を

力
説
し
、
県
知
事
に
陳
情
す
る
一
方
、
両
用
水
関
係
者
に
訴
え
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
時
至
ら
ず
合
併
の

氣
運
は
、
た
ち
消
え
と
な
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
早
晩
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
つ
た
。

た
ま
〳
〵
大
正
十
二
・
三
年
こ
ろ
に
な
つ
て
、
三
河
水
力
電
氣
会
社
が
矢
作
川
で
発
電
所
を
設
置
し
よ
う
と
し
、
同
時

に
枝
下
・
明
治
用
水
と
分
水
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
て
交
涉
し
て
い
る
際
に
、
こ
れ
を
き
つ
か
け
と
し
て
両
用
水
合
併
の

氣
運
が
起
つ
て
来
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
明
治
用
水
の
管
理
者
岡
田
菊
次
郎
氏
は
、
明
治
用
水
も
枝
下
用
水
も
、
ほ
ぼ

同
一
地
方
を
灌
漑
し
て
い
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
し
ば
〳
〵
紛
爭
を
起
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
西
三
河
地
方
一
帶
発
展

の
た
め
に
癌が
ん

で
あ
る
と
考
え
、
合
併
の
時
機
の
至
る
の
を
待
ち
、
そ
の
実
現
に
苦
心
を
拂
つ
て
い
た
。
な
お
ま
た
、
枝

下
用
水
側
に
あ
つ
て
も
、
そ
の
経
営
上
合
併
を
望
む
者
も
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
始
め
は
両
用
水
合
併
に
つ
い
て
は

配
水
系
統
の
相
違
と
、
組
合
員
の
配
水
料
負
擔
に
反
当
り
約
三
円
の
開
き
と
、
從
来
か
ら
の
感
情
の
行
き
違
い
の
た
め
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に
、
多
く
の
議
論
が
で
て
、
困
難
を
極
め
た
。
し
か
し
両
用
水
の
管
理
者
・
組
合
幹
部
の
逹
識
、
熱
心
な
指
導
、
適
宜

な
処
置
と
、
組
合
加
入
者
の
美
し
い
理
解
協
力
に
依
つ
て
大
正
十
三
年
九
月
二
日
に
、
多
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
合
併
の

契
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
は
用
水
及
び
同
地
方
の
永
遠
の
発
展
の
基
礎
を
さ
ら
に
强
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
十
五

年
一
月
一
日
に
、
事
実
上
の
合
併
が
行
わ
れ
た
。

（二）
下
流
用
水
と
の
交
涉

枝
下
用
水
取
入
口
か
ら
矢
作
川
河
口
ま
で
の
矢
作
川
を
水
源
と
す
る
主
な
用
水
の
表
を
挙
げ
る
と
、（
七
二
頁
表
參
照
）

前
に
の
べ
た
よ
う
に
矢
作
川
の
流
水
量
は
灌
漑
用
水
と
し
て
、
あ
り
余
る
程
豊
富
で
な
く
、
し
か
も
約
三
十
七
粁
の
間

に
大
小
約
十
八
の
用
水
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
間
で
は
分
水
率
の
約
定
を
き
め
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
引
水
設
備
も
粗
雜

な
も
の
で
あ
つ
て
、
旱
ば
つ
の
年
に
な
る
と
分
水
に
関
し
て
い
ろ
〳
〵
と
紛
爭
が
お
こ
り
、
い
わ
ゆ
る
水
喧
嘩
と
な
る
。

し
か
し
、
約
十
八
の
用
水
が
す
べ
て
常
に
利
害
相
反
目
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
よ
つ
て

そ
の
度
合
が
異
つ
て
い
る
。
ま
ず
上
流
部
・
中
流
部
・
下
流
部
最
下
流
と
矢
作
川
古
川
と
の
五
つ
の
部
分
に
位
置
の
上

か
ら
区
分
さ
れ
る
。
上
流
部
と
中
流
部
と
の
間
に
は
、
巴
川
・
靑
木
川
・
男
川
等
が
流
入
し
、
そ
の
上
矢
作
川
右
岸
で

引
水
す
る
の
で
、
上
流
部
用
水
の
落
水
が
利
用
で
き
る
の
で
問
題
は
少
い
。
最
下
流
に
あ
る
用
水
も
、
そ
の
取
入
口
の

上
流
に
鹿か

乗の
り

川が
わ

の
合
流
点
と
明
治
用
水
東
井
筋
の
吐
出
口
が
あ
る
の
で
、と
く
に
明
治
用
水
と
対
立
す
る
こ
と
は
少
い
。
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下
流
部
の
用
水
は
左
岸
に

あ
つ
て
、
上
流
部
用
水
の

落
水
が
ま
つ
た
く
き
か

ず
、
そ
の
地
質
が
膨
軟
な

の
で
、
反
当
り
の
用
水
量

が
大
き
く
、
さ
ら
に
海
辺

に
近
い
た
め
に
、
一
定
用

水
量
以
下
に
な
る
と
、
物

理
的
作
用
に
よ
つ
て
、
塩

分
が
湧
き
出
し
て
稻
作
に

害
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
、大
正
十
三
年
、

昭
和
三
年
、
昭
和
十
九
年

の
よ
う
な
旱
ば
つ
の
激
し
い
年
に
は
、
分
水
問
題
が
、
た
ん
に
組
合
の
当
事
者
の
間
だ
け
で
は
、
解
決
出
来
ず
、
広
く

名　
　
　
　
　

称

位

置

関　
　

係　
　

町　
　

村

部流上

旧

枝

下

用

水

右

岸

明

治

用

水

右

岸

部流中

北

野

用

水

右

岸

渡

用

水

右

岸

矢
作
町

部流中

占

部

用

水

左

岸

岡
崎
市
・
六
ッ
美
村

福
岡
町
・
幸
田
村

村

高

用

水

右

岸

矢
作
町
・
桜
井
村

部 流 下

高

橋

用

水

左

岸

六
ッ
美
村
・
三
和
村

橫
須
賀
町
・
室
場
村

高

落

用

水

左

岸

六
ッ
美
村
・
三
和
村

將

監

用

水

左

岸

西
尾
町
・
平
坂
町
・
福
岡
村

一
色
町
・
寺
津
町

部流下最

藤

浪

用

水

左

岸

西
尾
町
・
平
坂
町

新

井

用

水

右

岸

明
治
村

川古作矢

古

川

用

水

左

岸

西
尾
町
・
福
地
村
・
一
色
町

吉

良

用

水

右

岸

橫
須
賀
町
・
吉
田
町
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一
般
社
会
問
題
・
農
村
問
題
と
な
り
、
事
態
は
激
化
し
、
解
決
に
暴
力
化
し
、
憂
慮
さ
る
べ
き
狀
態
に
陷
り
、
そ
の
解

決
に
苦
心
さ
れ
た
が
、
上
流
部
の
明
治
用
水
の
管
理
者
組
合
幹
部
の
適
宜
な
処
置
、
組
合
員
の
犠
牲
的
利
他
心
に
よ
つ

て
、
解
決
さ
れ
て
い
る
。（
明
治
用
水
取
入
口
堰
堤
構
造
參
照
）

（三）
矢
作
川
水
源
の
涵
養
と
造
林

矢
作
川
の
流
水
量
の
增
加
は
、
用
水
に
と
つ
て
も
つ
と
も
大
切
な
事
で
あ
る
が
、
降
雨
量
を
增
大
さ
せ
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
ら
、
絕
対
流
量
の
增
加
は
で
き
な
い
が
、
用
水
に
必
要
な
時
期
に
平
均
量
を
增
加
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ

の
增
加
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
に
、
そ
の
川
の
水
源
流
域
の
植
樹
が
あ
る
。

用
水
の
不
必
要
な
時
期
に
、
雨
が
降
つ
た
場
合
、
禿
山
な
れ
ば
、
一
時
に
川
へ
流
れ
出
て
ま
つ
た
く
無
駄
に
な
り
、
樹

木
が
密
生
し
て
お
れ
ば
、
山
谷
に
充
分
に
雨
水
が
し
み
こ
ん
で
い
る
の
で
、
徐
々
に
流
れ
出
て
、
豊
水
期
と
渴
水
期
と

の
差
が
少
く
な
り
、
平
均
化
し
て
流
れ
る
。
ま
た
用
水
に
必
要
な
時
期
で
あ
つ
て
も
、
一
時
に
大
量
に
流
れ
出
て
も
、

用
水
の
取
入
口
、
用
水
路
の
大
き
さ
は
一
定
で
あ
り
、
堰
堤
を
越
し
て
流
れ
る
量
が
大
に
な
る
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
大

量
の
割
合
に
効
果
は
少
い
。
こ
の
た
め
に
川
の
上
流
地
域
に
植
樹
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
樹
木
が
大
き
く
な

れ
ば
、
そ
れ
を
伐
採
利
用
で
き
て
、
有
利
な
一
種
の
貯
蓄
企
業
と
も
な
る
の
で
一
石
二
鳥
で
あ
る
。

用
水
の
初
期
の
こ
ろ
は
、
灌
漑
面
積
が
少
い
た
め
用
水
量
も
比
較
的
多
大
で
な
く
、
他
の
用
水
組
合
も
少
い
た
め
、
そ
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れ
と
の
分
水
爭
い
も
少
く
、
堀
割
当
時
の

矢
作
川
流
水
量
で
余
り
不
足
を
感
じ
な
か

つ
た
。
現
在
に
困
却
し
な
い
か
ぎ
り
、
未

来
の
憂
を
慮
か
り
予
防
策
に
着
目
す
る
人

は
少
く
、
ま
た
着
目
し
て
も
、
植
樹
造
林

に
は
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
た
め
に

一
般
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
つ
た
が
、

岡
田
菊
次
郎
氏
は
じ
め
將
来
を
考
え
る
幹

部
の
人
々
は
、
こ
の
実
現
を
提
唱
し
て
、

迂
遠
な
説
、
不
利
な
投
資
と
し
て
反
対
さ
れ
て
も
、
断
行
し
よ
う
と
し
た
。
委
員
に
よ
つ
て
充
分
討
議
さ
れ
た
上
で
、

大
正
三
年
十
一
月
、
矢
作
川
水
源
流
域
の
長
野
県
下
伊
那
郡
根
羽
村
の
地
內
に
、
五
百
二
十
五
町
六
反
步
の
買
收
を
、

組
合
総
会
で
決
議
し
た
。

二
年
生
の
檜
を
每
年
約
十
万
本
購
入
し
て
、
造
林
地
に
苗
床
を
作
り
、
苗
床
で
仕
立
て
そ
れ
を
山
植
し
て
い
る
。
大
正

五
年
か
ら
昭
和
十
三
年
ま
で
二
十
三
年
間
に
約
十
三
万
余
円
を
投
じ
て
、
一
応
植
栽
事
業
だ
け
は
完
了
し
た
。
現
在
の

岡 田 菊 次 郎 氏
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所
有
林
面
積
は
五
百
六
十
四
町
八
反
三
畝
步
で
あ
り
、
植
栽
事
業
終
了
後
も
每
年
、
た
く
さ
ん
の
費
用
を
投
じ
て
そ
の

造
林
事
業
を
維
持
し
、
補
充
し
て
い
る
。

組
合
の
基
本
財
產
を
つ
く
る
一
種
の
貯
蓄
事
業
と
し
て
の
植
林
は
、
す
で
に
早
く
明
治
三
十
八
年
三
月
組
合
所
有
の
山

林
地
、
碧
海
郡
上
鄕
村
大
字
渡
刈
に
植
樹
し
て
お
り
、
つ
い
で
明
治
四
十
一
年
に
東
加
茂
郡
下
山
村
大
字
羽
布
に
、
約

百
町
步
の
杉
・
檜
の
植
林
を
し
て
い
る
。
こ
の
羽
布
の
植
林
事
業
は
、
単
に
組
合
の
基
本
財
產
を
造
成
す
る
こ
と
の
み

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
い
ろ
〳
〵
の
意
味
を
持
つ
た
も
の
で
指
導
者
の
苦
心
が
見
ら
れ
る
。
組
合
の

基
本
財
產
の
一
半
を
現
金
と
し
て
貯
蓄
し
、
一
半
を
植
林
し
て
財
產
の
保
護
育
成
に
あ
て
る
と
い
う
方
針
が
、
考
え
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
で
基
本
財
產
を
つ
く
る
と
い
う
意
味
で
の
植
林
な
ら
ば
、
反
対
者
も
な
い
の
で
、
ま
ず
手
近
な
東
加

茂
の
羽
布
に
、
試
験
的
に
植
林
し
た
。
下
山
村
は
明
治
用
水
取
入
口
よ
り
下
流
で
矢
作
川
に
合
す
る
巴
川
の
上
流
に
当

る
か
ら
、
明
治
用
水
に
は
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
が
、
巴
川
の
水
源
涵
養
、
流
量
增
加
は
、
明
治
用
水
と
下
流
小
用
水

と
の
分
水
紛
爭
を
（
下
流
用
水
と
の
交
涉
參
照
）
和
ら
げ
る
の
で
、
水
源
涵
養
の
必
要
を
一
般
に
認
め
始
め
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
直
接
目
に
見
え
る
利
益
で
あ
る
造
林
計
画
で
納
得
さ
せ
、
つ
い
で
本
来
の
意
図
の
方
向
に
向
か
つ
て
い
つ

た
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
四
十
年
近
く
の
間
に
苗
木
が
材
木
と
な
り
、
每
年
の
水
路
の
修
理
材
料
、
農
業
電
氣
設
備
材
料
は
、
す
べ
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て
こ
の
材
木
か
ら
伐
り
出
し
て
自
給
自
足
が
で
き
、
な
ほ
そ
の
上
間
伐
し
た
も
の
を
売
却
す
ら
も
行
わ
れ
て
い
る
あ
り

さ
ま
で
あ
る
。
な
お
注
目
す
べ
き
は
造
林
費
用
を
計
画
の
最
初
か
ら
、
現
在
の
維
持
造
林
費
に
い
た
る
ま
で
、
每
年
の

組
合
全
予
算
費
用
と
は
別
に
、
独
立
し
て
予
算
が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
規
模
に
企
画
さ

れ
れ
ば
、
水
源
涵
養
、
組
合
基
本
財
產
を
つ
く
る
目
的
を
越
え
た
、
一
つ
の
独
立
し
た
有
意
義
な
企
業
と
も
な
り
得
る

の
で
あ
る
。
組
合
で
は
、
今
次
大
戰
の
終
戰
後
、
た
だ
ち
に
、
木
曾
御
料
林
の
払
下
を
願
つ
て
、
水
源
流
域
の
充
実
確

保
を
計
つ
て
い
る
。

こ
の
水
源
涵
養
も
お
び
や
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
て
、
か
つ
て
、
明
治
二
十
二
年
四
月
の
新
愛
知
第
一
九
四
号
第
一
九

五
号
の
雜
報
欄
に
、
矢
作
川
に
接
す
る
官
林
八
百
四
十
町
步
払
下
げ
が
報
ぜ
ら
れ
た
の
で
明
治
用
水
の
連
合
百
ヵ
村
井

組
惣
代
は
驚
い
て
、
こ
の
中
止
を
愛
知
県
大
林
区
に
再
三
歎
願
し
て
、
中
止
の
目
的
を
果
し
て
、
水
源
地
林
の
荒
廃
す

る
こ
と
を
防
止
し
、
な
お
、
今
後
払
下
の
場
合
に
は
相
談
の
上
で
と
い
う
確
約
も
と
つ
た
。

水
源
流
域
に
植
林
し
て
水
源
を
涵
養
す
る
方
法
を
現
在
で
は
さ
ら
に
一
步
進
め
て
、
水
源
專
用
の
ダ
ム
を
建
設
し
よ
う

と
い
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（四）
用
水
取
入
口
の
改
造

用
水
取
入
口
の
構
造
形
式
に
よ
つ
て
、
用
水
路
を
通
る
水
量
が
左
右
さ
れ
る
の
で
、
取
入
設
備
の
構
造
の
形
式
は
十
分



七
七

研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

取
入
口
の
位
置
に
よ
つ
て
差
が
生
ず
る
。

明
治
十
三
年
の
時
に
構
築
さ
れ
た
も
の
は
現
在
の
と

は
違
つ
て
、
た
ゞ
導
水
堤
を
川
中
で
上
流
に
向
つ
て
、

長
さ
約
一
八
一
九
米
（
九
五
〇
間
）
の
土
堤
を
築
い

て
水
を
取
入
れ
る
の
で
あ
る
が
、
洪
水
の
た
め
破
壞

さ
れ
易
く
し
か
も
旱
ば
つ
の
年
な
ど
で
は
、
矢
作
川

の
全
流
水
を
取
入
れ
な
け
れ
ば
、
不
足
で
あ
る
程
の

こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
形
式
で
は
そ
れ
が
で
き
な

か
つ
た
。
ま
た
上
流
の
挙
母
町
地
方
の
低
地
は
、
こ

の
導
水
堤
の
先
端
で
、
一
時
矢
作
川
を
遮
断
し
、
水

位
を
高
め
る
た
め
、
夏
期
に
は
い
つ
て
も
稻
の
水
腐

が
あ
つ
て
問
題
と
な
つ
て
い
た
。
そ
の
た
め
用
水
の

利
便
を
增
す
と
い
う
こ
と
と
災
害
を
免
れ
る
二
つ
の

明治用水取入口の遠景
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目
的
で
、
取
入
口
設
備
の
改
築
が
要
望
さ
れ
て
い
た
の
で
、
明
治
三
十
三
年
七
月
、
県
庁
の
指
示
計
画
に
從
つ
て
、
矢

作
川
を
橫
断
し
、
囘
転
構
造
を
も
つ
た
杁
樋
の
操
作
に
よ
つ
て
全
流
水
量
を
堰
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
橫
断
堰

堤
で
水
位
を
高
め
て
用
水
路
注
入
の
便
を
図
る
築
造
工
事
を
県
に
申
請
し
て
、
翌
三
十
四
年
二
月
に
許
可
を
受
け
た
。

組
合
工
費
三
三
、
八
〇
〇
円
で
長
さ
約
一
一
六
米
（
六
十
四
間
）
の
堰
堤
と
長
さ
約
三
六
四
米
（
二
〇
〇
間
）
の
導
水

堤
が
、
宇
品
築
港
に
よ
つ
て
有
名
に
な
り
、
水
利
工
事
の
権
威
で
あ
つ
た
服
部
長
七
に
よ
つ
て
請
負
設
計
さ
れ
た
。
当

時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
ま
だ
で
き
て
お
ら
ず
、
い
ま
ま
で
の
漆
喰
に
特
殊
な
処
理
を
ほ
ど
こ
し
加
工
し
た
人
造
石
で

構
築
さ
れ
た
。

矢
作
川
の
流
水
量
の
少
い
年
に
は
、
橫
断
堰
堤
の
回
転
杁
樋
を
締
切
つ
て
、
全
流
水
量
を
導
水
路
へ
流
れ
入
ら
す
こ
と

の
で
き
る
構
造
を
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
取
入
口
の
形
式
の
た
め
に
、
前
に
あ
げ
た
下
流
用
水
と
の
い
ろ
〳
〵
な
交
涉
が

あ
る
が
、
現
在
新
し
い
国
土
計
画
に
從
つ
て
、
水
源
取
入
口
が
国
家
の
費
用
で
、
再
構
築
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（四）
惡
水
の
利
用

用
水
路
か
ら
の
漏
水
、
低
溫
地
の
湧
水
、
旧
溜
池
（
用
水
開
通
後
不
用
に
な
つ
て
開
墾
さ
れ
た
池
）
へ
の
流
水
等
を
そ

の
ま
ゝ
に
し
て
お
く
と
、
惡
水
と
な
つ
て
農
作
物
に
害
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
旧
安
城
の
一
部
分
の
よ
う
に
、
雨
天

が
続
く
と
、
家
屋
に
浸
水
を
見
る
こ
と
に
も
な
つ
た
。
こ
れ
か
ら
の
漏
水
、
湧
水
、
流
水
を
一
定
の
水
路
を
堀
つ
て
集
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め
れ
ば
、
灌
流
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
本
来
の
用
水
が
豊
富
潤
沢
に
な
つ
て
、
放
置
す
れ
ば
惡
水
で
あ
る
も
の
が
、

転
じ
て
益
水
に
な
る
の
で
、
早
く
か
ら
こ
の
惡
水
の
処
理
利
用
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。

明
治
三
十
七
年
に
安
城
在
の
追
田
惡
水
利
用
が
は
じ
ま
り
で
、
そ
れ
以
後
現
在
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
惡
水
利
用
に
力

が
注
が
れ
て
い
る
。

初
期
の
惡
水
利
用
は
、
惡
水
を
処
理
し
て
用
水
を
潤
沢
に
す
る
こ
と
が
、
利
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
さ
ら
に
積
極
的
な
考
え
で
あ
つ
て
、
溝
口
農
学
博
士
の
如
き
は
、
い
わ
ゆ
る
惡
水
は
、
直
接
に

川
水
を
引
い
た
用
水
よ
り
も
、
水
溫
が
高
い
の
で
、
直
接
引
水
よ
り
も
稻
作
に
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
か
ら
、
決
し
て

惡
水
で
は
な
く
、
利
用
し
な
い
た
め
で
あ
つ
て
、
今
後
は
ま
す
ま
す
惡
水
の
処
理
利
用
に
力
を
尽
す
べ
き
で
あ
る
と
説

い
て
い
る
。

3.
用
水
と
他
の
産
業
と
の
關
連
は
ど
の
よ
う
で
あ
つ
た
か

河
水
を
利
用
す
る
の
は
農
業
の
灌
漑
だ
け
で
な
く
、
水
力
発
電
・
交
通
・
漁
業
・
工
業
等
い
ろ
い
ろ
関
連
す
る
。
こ
の

た
め
明
治
用
水
は
同
じ
矢
作
川
を
利
用
す
る
他
の
事
業
と
も
交
涉
を
持
ち
、
そ
の
利
用
の
方
法
に
矛
盾
の
な
い
よ
う
に

協
調
を
行
つ
て
い
る
。
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（一）
明
治
用
水
と
水
力
發
電
と
の
協
調

河
川
に
水
力
発
電
事
業
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
用
水
事
業
と
発
電
事
業
と
は
、
そ
の
水
の
使
用
方
法
、
時
期
を
異
に

し
て
い
る
た
め
に
そ
の
分
水
設
備
を
完
全
に
し
、
分
れ
場
所
、
水
の
使
用
時
期
、
使
用
量
等
を
う
ま
く
し
な
け
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
い
の
で
あ
つ
て
、
い
ま
ま
で
日
本
に
あ
つ
て
は
、
紛
糾
を
引
き
起
す
危
險
が
非
常
に
多
か
つ
た
の
で
あ

る
。
矢
作
川
も
明
治
四
十
年
ご
ろ
、
日
英
水
電
株
式
会
社
が
、
枝
下
用
水
路
を
兼
用
し
て
発
電
事
業
を
計
画
し
た
が
、

会
社
・
明
治
・
枝
下
両
用
水
の
三
者
の
間
に
、
協
定
が
ま
と
ま
ら
な
か
つ
た
た
め
に
中
止
さ
れ
た
。
又
後
に
な
つ
て
、

三
河
水
力
電
氣
株
式
会
社
が
、
ふ
た
た
び
こ
の
計
画
を
た
て
た
が
、
当
初
は
両
用
水
の
間
に
多
く
の
論
議
が
く
り
返
さ

れ
、
そ
れ
と
同
時
に
明
治
・
枝
下
両
用
水
合
併
問
題
も
伴
い
、
実
現
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
両
用
水
管
理
者
・
組
合
幹
部

の
穩
健
な
誘
導
と
、
組
合
員
の
理
解
協
力
と
に
よ
つ
て
、
全
国
ま
れ
に
見
る
模
範
的
な
協
定
が
結
ば
れ
、
近
代
產
業
の

原
動
力
で
あ
る
発
電
事
業
が
実
現
さ
れ
た
。

ダ
ム
は
舊
枝
下
用
水
取
入
口
の
や
ゝ
下
流
に
当
る
西
加
茂
郡
猿
投
村
越
戶
に
建
設
さ
れ
、
堰
堤
の
長
さ
約
一
二
〇
米
、

水
平
面
上
高
さ
一
六
・
二
三
米
峽
谷
に
出
来
た
湖
は
、
山
の
影
を
写
し
て
今
は
勘
八
峽
と
呼
ば
れ
る
観
光
地
帶
に
な
つ

て
い
る
。
水
は
約
六
〇
〇
米
の
導
水
路
を
下
つ
て
、
発
電
所
の
上
に
逹
し
、
調
整
水
槽
の
分
水
設
備
で
発
電
と
用
水
に

分
れ
る
。
こ
の
た
め
枝
下
の
用
水
の
取
入
口
は
六
粁
ば
か
り
下
流
に
移
つ
た
。



八
二

こ
れ
に
よ
つ
て
旧
枝
下
用
水
は
、
い
ま
ま
で
取
水
施
設
が
不
完
全
で

あ
つ
た
の
が
、
新
に
完
全
な
堰
堤
、
貯
水
池
を
発
電
所
と
共
有
出
来

る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
そ
し
て
大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
に
三
河
水

力
協
定
書
を
取
交
し
、
い
ま
ま
で
灌
漑
に
利
用
し
て
い
た
水
量
を
確

保
し
た
。
下
流
に
水
源
地
を
持
つ
明
治
用
水
も
同
時
に
三
河
水
力
と

協
定
を
行
つ
た
が
、
そ
の
後
旧
枝
下
用
水
と
合
併
し
て
か
ら
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
年
）
に
新
に
明
治
用
水
組
合
と
発
電
会
社
と
の
間

に
協
定
書
を
取
交
し
今
日
に
至
つ
て
い
る
。

協
定
の
內
容
は
灌
漑
と
発
電
に
利
用
す
る
水
の
分
配
が
中
心
で
あ

り
、
ま
ず
旧
枝
下
用
水
と
発
電
所
の
分
配
割
合
は
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
全
流
量
か
ら
旧
枝
下
用
水
の
引
用
水
量
を

差
引
い
た
水
量
が
発
電
に
利
用
さ
れ
、
流
れ
て
明
治
用
水
堰
堤
に
来
る
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
明
治
用
水
が
そ
の
分

水
量
の
增
減
を
要
求
す
る
場
合
、
三
河
水
力
は
い
ま
ま
で
の
施
設
で
取
水
し
た
最
大
量
を
限
度
で
承
認
す
る
こ
と
。

明
治
用
水
は
発
電
所
取
水
量
調
節
に
つ
い
て
、
灌
漑
に
支
障
の
な
い
程
度
で
承
認
す
る
こ
と
。

た
ゞ
し
六
月
十
日
よ
り
九
月
十
日
に
至
る
灌
期
間
中
、
明
治
用
水
取
入
口
の
水
位
二
米
（
六
尺
）
以
下
の
場
合
は
発
電

越戶発電所の槪要

有 効 落 差 V18.14米
（最大水力時）

使 用 水 量（最大）1.835個

現 有 馬 力 12.220馬力

発 電 力（最大）7.500K.W.

堅 軸 6.500馬力の水車二台運転

（野間氏著）
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所
は
使
用
水
量
調
節
を
し
な
い
等
の
事
項

が
き
め
ら
れ
た
。

な
お
旧
枝
下
用
水
と
発
電
の
分
水
設
備
は

よ
く
で
き
て
い
て
、
自
働
量
水
器
と
自
働

的
浮
動
開
閉
器
が
あ
つ
て
分
水
門
が
機
械

的
に
操
作
さ
れ
て
、
流
量
の
增
減
に
応
じ

協
定
の
一
定
流
量
を
発
電
と
灌
漑
に
放
水

す
る
し
か
け
に
な
つ
て
い
る
。
以
上
の
協

定
に
よ
つ
て
今
日
ま
で
、
両
者
の
間
に
紛

爭
を
起
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
た

協
定
の
內
容
も
い
ま
ま
で
あ
つ
た
農
業
利

用
の
方
面
に
重
き
が
お
か
れ
て
、他
の
地
方
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
農
民
の
要
求
を
ぎ
せ
い
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

発
電
・
灌
漑
は
、
も
つ
と
も
好
ま
し
い
協
調
を
行
つ
て
い
る
。

明治用水、三河水力分水割合
発電に供し得
べ き 水 量

個296.5

477

657.9

839.9

1024.3

1211.7

1402.4

1595.8

1791.6

1989.7

2189.5

旧枝下用水の
引 用 水 量

個103.5

123

142.1

160.1

175.6

188.3

197.6

204.2

208.4

210.3

210.5

矢作川全流量

個400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

用水発電所関係記錄（用水組合所藏）
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（二）
河
川
漁
業
・
交
通
と
の
協
調

矢
作
川
の
漁
業
は
あ
ゆ
・
う
な
ぎ
な
ど
昭
和
初
め
ご
ろ
は
約
六
千
貫
の
年
產
額
が
あ
つ
た
。
用
水
は
夏
大
量
の
水
を
取

入
れ
、
ま
た
水
源
地
で
堤
堰
が
河
を
せ
き
と
め
る
た
め
、
魚
の
生
育
に
支
障
を
き
た
す
。
こ
の
た
め
水
源
地
に
傾
斜
を

ゆ
る
く
し
て
水
を
流
し
、
魚
が
さ
か
の
ぼ
れ
る
よ
う
に
「
魚
梯
」
を
設
け
た
。
こ
れ
は
堰
堤
の
中
央
に
二
個
あ
り
、
傾

斜
二
十
分
の
一
、
元
口
一
・
八
二
米
、
水
流
の
長
さ
二
七
・
三
米
の
間
に
千
鳥
狀
の
割
石
を
入
れ
て
、
魚
の
の
ぼ
る
時

期
に
水
を
放
流
し
て
い
る
。
ま
た
昭
和
四
年
矢
作
川
漁
業
組
合
設
立
の
時
に
、
河
川
養
魚
保
護
の
た
め
に
寄
附
金
等
を

し
て
そ
の
協
調
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
河
川
交
通
は
、
昔
か
ら
物
資
の
運
搬
に
盛
に
利
用
さ
れ
、
木
・
竹
・
石
材
等
が
下
流
へ
、
綿
・
肥
料
・
食
糧
品
・

雜
貨
等
が
上
流
へ
運
搬
さ
れ
、
筏
流
し
も
多
く
、
米
は
百
俵
位
積
め
る
川
舟
が
白
帆
を
あ
げ
て
上
下
し
て
い
た
。
明
治

用
水
で
は
こ
の
交
通
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
、
早
く
は
明
治
十
七
年
に
船
通
樋
工
事
を
行
い
、
明
治
三
十
四
年
堰
堤
構
築

の
時
も
、
そ
の
東
端
に
パ
ナ
マ
運
河
の
よ
う
な
閘
門
式
の
船
通
し
を
作
つ
た
。
こ
れ
よ
り
舟
や
筏
は
、
約
二
〇
分
を
要

し
て
、
上
下
し
自
由
な
航
行
が
出
来
た
。

し
か
し
近
年
電
車
と
ト
ラ
ツ
ク
の
普
及
に
よ
つ
て
し
だ
い
に
河
川
交
通
は
減
少
し
、
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
は
使
用
し
な

い
よ
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
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（三）
水
車
・
發
電
の
用
水
利
用

明
治
用
水
の
水
路
を
流
れ
る
水
は
、
も
つ
ぱ
ら
灌
漑
に

利
用
さ
れ
、
現
在
他
の
產
業
に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

て
い
な
い
が
、
以
前
は
水
車
動
力
の
た
め
に
相
当
に
利

用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
用
水
開
通
に
よ
つ
て
当
地
方
の

い
た
る
所
に
落
水
が
生
じ
、
一
方
米
作
の
增
加
に
よ
つ

て
需
要
が
ふ
え
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。
用
水
組
合
は
こ

の
需
要
に
応
じ
て
、
明
治
四
十
年
に
灌
漑
期
間
外
も
一

合
を
超
え
ぬ
程
度
で
水
路
に
通
水
を
は
じ
め
た
。
水
車

の
利
用
は
一
般
に
小
規
模
な
つ
き
臼
・
ひ
き
臼
が
多
か

つ
た
が
、
当
時
綿
作
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
に
ガ
ラ
紡

工
場
も
あ
り
、
製
糸
・
織
布
・
製
板
等
の
小
工
場
も
さ

か
ん
に
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
組
合
は
用
水
の
使
用

料
金
を
規
定
し
て
徴
集
し
た
。
し
か
し
こ
の
水
車
動
力

パナマ運河式の船通樋



八
六

は
第
一
次
世
界
大
戰
ご
ろ
か
ら
、
電
動
力
の
利
用
が
発
逹
し
た
た
め
少
く
な
り
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

明
治
用
水
發
電
所

明
治
用
水
は
洪
積
台
地
を
流
れ
る
た
め
、
水
路
の
処
々
に
急
流
が

で
き
る
。
こ
の
水
路
の
落
差
を
利
用
し
て
自
家
用
水
力
発
電
を
行

い
、
そ
の
電
力
を
利
用
し
て
灌
漑
の
た
め
の
揚
水
を
行
つ
て
い
る

明
治
川
耕
地
整
理
組
合
連
合
会
の
事
業
は
、
近
代
的
、
合
理
的
な

農
業
経
営
の
模
範
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
碧
海
郡
矢

作
町
長
瀨
山
耕
地
整
理
組
合
で
は
、
用
水
灌
漑
の
不
可
能
な
不
毛

高
地
を
開
墾
し
て
水
田
と
す
る
た
め
、
揚
水
機
を
運
転
し
て
灌
漑

し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
揚
水
機
運
転
の
電
力
料
金
の
た
め
費

用
が
か
さ
み
、
一
方
同
地
区
內
に
明
治
用
水
の
灌
漑
地
が
点
在
し
て
い
る
た
め
配
水
料
金
分
擔
の
割
当
を
決
定
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
計
画
が
行
詰
つ
た
。
そ
こ
で
明
治
用
水
組
合
当
局
と
し
ば
〴
〵
協
議
し
た
結
果
、
用
水
路
の
落
差
に
着

眼
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
電
力
を
得
れ
ば
わ
ず
か
の
配
水
料
で
す
む
結
論
を
だ
し
た
。

明 治 用 水 発 電 所
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た
ま
〳
〵
隣
村
高
岡
村
花
園
及
び
堤
両
耕
地
整
理
組

合
も
高
地
開
墾
の
目
的
で
、
計
画
し
て
い
た
た
め
、

こ
れ
と
提
携
し
て
三
組
合
共
同
で
統
一
計
画
を
た
て
、

明
治
川
耕
地
整
理
組
合
連
合
会
を
組
織
し
た
。
か
く

て
上
鄕
村
広
畔
新
鄕
に
明
治
用
水
発
電
所
が
昭
和
十

一
年
に
つ
く
ら
れ
、
電
力
を
三
個
所
の
揚
水
所
に
送

つ
て
揚
水
機
を
運
転
し
、
合
計
約
二
四
〇
町
步
の
荒

地
を
新
に
開
墾
灌
漑
し
た
。
そ
の
事
業
槪
况
は
上
表

に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ま
ま
で
の
用

水
路
の
水
量
に
は
す
こ
し
も
さ
し
つ
か
え
な
く
、
二

重
三
重
の
利
益
を
得
て
お
り
、
人
々
の
協
同
に
よ
る

水
と
土
地
の
利
用
の
理
想
狀
態
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
用
水
の
発
電
利
用
に
つ
い
て
用
水
組
合
で
は
、
さ
ら
に
今
後
水
源
地
堰
堤
の
再
改
築
の
時
に
、
灌
漑

期
間
外
に
堰
堤
を
流
れ
る
落
水
を
利
用
し
て
組
合
事
業
の
発
電
を
行
い
、
途
中
水
路
の
落
差
利
用
の
発
電
を
考
え
、
電

明治川耕地整理組合連合会事業槪况

使 用 水 量 9.56 立方米

有 効 落 差 4.14 米

発 電 力 291.29 K.W

正 味 馬 力 390 馬力

発　
　

電

組合員

600人

245

320

1.165

灌漑面積

120町

50

70

240

揚 水 機
馬 力

馬
力

60

85

295

150

揚水量

26個

5

89

399

配線路

2.07粁

3.51

4.56

10.14

地　区

長瀨山

花　園

堤

合　計

揚
水
灌
漑
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源
を
獲
得
し
て
、
組
合
員
內
の
農
業
電
氣
需
要
に
や
す
く
供
給
し
よ
う
と
計
画
を
た
て
て
い
る
。

三
、
明
治
用
水
は
ど
の
よ
う
な
恩
惠
を
與
え
て
い
る
か

　
1.
ど
の
よ
う
に
開
拓
は
す
す
ん
で
い
つ
た
か

（一）
開
こ
ん
と
土
地
改
良

い
ま
こ
の
地
方
を
步
い
て
み
る
と
、
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
も
つ
た
洪
積
層
台
地
は
、
見
渡
す
か
ぎ
り
稻
穗
の
波
う
つ
水

田
で
、
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
松
の
木
の
立
並
ん
だ
小
さ
な
草
地
が
点
在
し
て
、
田
に
働
く
人
々
の
休
み
場
に
な
つ

て
い
る
の
に
氣
が
つ
く
だ
ろ
う
。
今
は
昔
、
用
水
開
発
以
前
の
小
松
林
、
す
ゝ
き
野
原
を
物
語
る
わ
ず
か
な
名
残
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
用
水
の
力
は
、
地
表
の
景
観
を
す
つ
か
り
改
め
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
変
化
は
一
日
に
し
て
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
働
く
人
逹
の
、
文
字
通
り
汗
と
血
の
に
じ
む

開
拓
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

開
拓
の
步
み
は
、
用
水
が
開
通
し
た
年
か
ら
は
じ
ま
つ
た
。
開
こ
ん
に
も
つ
と
も
苦
心
を
し
た
の
は
、
い
ま
ま
で
の
山

林
原
野
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
は
、
封
建
時
代
に
は
村
人
の
共
有
で
、
草
刈
や
薪
と
り
の
場
に
な
つ
て
い
た
。

生
產
の
低
い
土
地
で
、
維
新
後
多
く
は
官
有
地
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
民
有
地
に
な
つ
た
も
の
も
、
山
林
の
売
買
価


